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甲南医療センターに入院中の患者さんへ 

（臨床研究に関する情報）  

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、この研究は、これまでの診療記録

（カルテ）に記載された情報を用いて行います。患者さんの個人情報については配慮しながら行い

ます。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会くださ

い。 

 

[研究課題名] 

緩和ケア病棟入院中の悪性胸水(MPE)患者を対象とした胸腔内カテーテル(IPC)の有効性/安

全性に関する後ろ向き観察研究 

 

[研究の目的] 

緩和ケア病棟入院中の悪性胸水(MPE)患者に対する胸腔内カテーテル(IPC)の有効性・安全性

を検討することを主な目的としています。 

 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん  

2018年 4月から 2025年 10月の期間に甲南医療センターの緩和ケア病棟で診療したがんの

患者さんで、胸水に対して胸腔内カテーテル(IPC)を留置した患者さんが対象となります。  

●利用するカルテ情報  

患者のがん種、性別、年齢、BMI、左右、留置前のSpO2、酸素投与の有無、IPC留置時点のPPI、

IPC留置時点で主治医の推測した予後(日単位、週単位、月単位)、留置前と留置後3日目の

IPOS、IPC留置時点のPS、胸水の性状、閉塞肺の有無、留置期間、IPC留置後の生存期間、自宅

退院の有無、留置期間中の併存薬剤(オピオイド、ステロイド)、タルクによる胸膜癒着併用の有無、

合併症(感染、カテーテル異常、気胸、その他、IPCに関連すると判断された合併症)の有無のデー

タを利用させていただきます。 

 

 [個人情報の取り扱い]  

利用する情報からは、お名前、住所など、患者さんを直接同定できる個人情報は削除します。また、

研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用し

ません。  

＊上記研究にカルテ情報を利用することをご了解頂けない場合は、以下にご連絡ください。なお、そ

の場合においても患者さんが診療上不利益をこうむることは一切ありません。 

なお、本研究は過去の診療情報を用いるため、研究終了後のお申し出には対応できない場合があ

ります。 

 

[問い合わせ先]  

甲南医療センター 緩和ケア内科  鶴田 慧司郎 

〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原1-15-6 

TEL 078-851-2161 


